
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取り組むための実施計画を作成し

ましたので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月２４日 

学校名   福井市成和中学校  

校長氏名  坂田 雄一     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①リサイクルを通じ、地球環境について学びます。 

②学校全体で節電・節水に努めます。 

③ＰＴＡや地域と連携して、リサイクルや清掃ボランティアに努めます。 

２ 取組内容 

①環境安全委員会と連携して緑のカーテンづくり 

・委員会主催で校長室・職員室前に緑のカーテンをつくります。 

②節電・節水の啓発活動 

・環境委員会で節電・節水シールをつくり、中学校全体に呼びかけを行います。また学

校祭ではポスター等をつくり、全校生徒に啓発活動を行います。 

③ＰＴＡと環境安全委員会、全校生徒が協力してのリサイクル、清掃ボランティア 

・アルミ缶・ペットボトルのエコキャップの回収をＰＴＡと環境安全委員会が協力して

実施します。学校祭でアルミ缶の回収の大切さや、ポリオワクチンを必要としている

人々について学びます。 

・生徒会の呼びかけで、地域の空き缶・ごみ拾いなどの清掃ボランティアに取り組みま

す。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

②の節電・節水の啓発活動においては、節電・節水の観点を中心に、環境に関した様々

な視点から、ポスター等をつくり、全校生徒に啓発活動を行い、環境保護活動の必要性

について持続的に学ぶ。（多様性・有限性） 



様式第２号                                                    （提出日）令和２年１月２１日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市成和中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①リサイクルを通じ、地球環境について学びます。 

②学校全体で節電・節水に努めます。 

③ＰＴＡや地域と連携して、リサイクルや清掃ボランティアに

努めます。 

２ 取組内容 

①環境安全委員会と連携して緑のカーテンづくり 

・委員会主催で校長室・職員室前に緑のカーテンをつくりました。 

 

 

 

 

②節電・節水の啓発活動 

・環境委員会で節電・節水シールをつくり、中学校全体に呼びかけを行います。また学校祭

ではポスター等をつくり、全校生徒に啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

③ＰＴＡと環境安全委員会、全校生徒が協力してのリサイクル、清掃ボランティア 

・アルミ缶・ペットボトルのエコキャップ回収をＰＴＡと環境安全委員会が協力して実施し

ました。学校祭でアルミ缶の回収の大切さや、ポリオワクチンを必要としている人々につ

いて学びました。 

・生徒会の呼びかけで、地域の空き缶・ごみ拾いなどの清掃ボランティアに取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

②の節電・節水の啓発活動においては、節電・節水の観点を中心に、環境に関した様々な視

点から、ポスター等をつくり、全校生徒に啓発活動を行い、環境保護活動の必要性について

持続的に学びました。（多様性・有限性） 
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 【具体的効果】 

①環境安全委員会で緑のカーテンづくりをする中で、植物や環境を大切にしようとす

る意識が高まってきています。 

②環境に関する掲示物作りと併せて、生徒への呼びかけを生徒自らが行うことで、効

果的に啓発活動を行うことができています。 

③生徒会執行部、環境安全委員会、ボランティア、ＰＴＡ、地域が連携し、地域の環

境について考えたり、地域に貢献したりすることができています。 

【改善点】 

・アルミ缶・エコキャップ回収では、回収率 100％を目指して活動しているが、リサイ

クルが地球環境保護へつながっていると実感している生徒がまだ十分ではないの

で、次年度は、環境教育と共にリサイクル活動を行っていきたいです。 

・生徒同士で話し合う時間を取ることがあまりできなかったため、今後は時間をとり、

生徒の自由なアイディアを取り入れていきたいです。 

・空き缶回収、清掃ボランティア以外にも地域に貢献できる活動を増やしていきたい

です。 

 


